
蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日、祝日、12/14貉～22貅・28貉～
１／４貉
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、12／５豺～１／13貊
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）、12／28貉～１／６貊　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆開館25周年記念特別展「なにわのスーパーコン
　サルタント―大根屋小右衛門の財政改革―」
蘆企画展「池田文化と漢詩
　　　　　　　　―蝸牛廬文庫資料より―」

～12/11豸

12/24貍～2/19豸

蘆秋季展「雅美と超俗―琳派と文人画派―」 ～12/4豸

蘆展示なし

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

し
ま
し
た
「
め
ん
も
坂
」
で
す
。
小
さ
な

集
落
か
ら
や
っ
て
来
た
人
々
は
、
眼
下
の

通
り
に
沿
っ
て
ず
ら
り
と
並
ぶ
、
商
店
な

ど
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
と
、
多
く
の

人
々
の
活
気
あ
る
光
景
に
、
ま
ち
に
来
た

こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
坂
で
初
め
に
迎
え
て
く
れ
る
公
共

施
設
が
、
現
在
の
新
阪
急
ホ
テ
ル
池
田
寮

辺
り
に
あ
っ
た
池
田
町
役
場
で
す
。
大
正

10
年
（
１
９
２
１
）
刊
行
『
池
田
町
便
覧
』

に
よ
る
と
、
町
役
場
の
敷
地
は
１
０
０
余

坪
。
今
の
池
田
・
府
市
合
同
庁
舎
の
敷
地

は
約
３
１
０
０
坪
、
建
築
面
積
だ
け
で
も

１
２
０
０
坪
ほ
ど
で
す
の
で
、
ず
い
ぶ
ん

小
ぶ
り
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）、

池
田
町
が
細
河
村
・
秦
野
村
・
北
豊
島
村

の
３
つ
の
村
と
合
併
す
る
ま
で
役
場
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
大
阪
府

の
健
康
相
談
所
や
池
田
市
の
労
働
会
館
な

ど
と
し
て
昭
和
40
年
代
ま
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
覚
え
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

当
時
、
池
田

随
一
、
い
や
北

摂
随
一
の
に
ぎ

わ
い
と
便
利
さ

を
誇
っ
た
そ
の

通
り
と
は
、
現

在
の
「
ハ
ロ
ー

ほ
ん
ま
ち
」
商

店
街
と
、
そ
れ

に
続
く
通
り
で

す
。
当
時
の
旧

町
名
か
ら
、
こ

こ
で
は
「
本
町

通
り
」
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
通

り
は
、
大
阪
と
能
勢
な
ど
を
結
ぶ
能
勢
街

道
の
一
部
で
、
江
戸
時
代
か
ら
人
や
物
資

が
行
き
交
う
主
要
幹
線
道
で
し
た
。

で
は
、
一
体
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
大
正
末
ご
ろ
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。大

阪
方
面
か
ら
今
の
池
田
市
域
に
入
っ

て
も
、
能
勢
街
道
は
小
さ
な
農
村
の
集
落

を
い
く
つ
か
通
る
ほ
か
は
、
の
ど
か
な
田

畑
や
林
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
、
道
が
現

在
の
辻
ヶ
池
公
園
か
ら
建
石
町
に
入
っ
た

辺
り
か
ら
、
様
相
が
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
り

ま
す
。
街
道
沿
い
に
民
家
や
商
店
が
建
ち

並
び
始
め
、
次
第
に
ま
ち
の
中
心
に
向
か

っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
進
む
と
、
こ
の
通

り
の
に
ぎ
わ
い
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
出
て
き
ま
し
た
。
９
月
号
で
紹
介
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田
舎
道
か
ら
池
田
の
ま
ち
へ

町
役
場

市史編纂だより潭
さん

本
町
通
り
漓漓

め
ん
も
坂
か
ら
本
町
通
り

を
望
む

池田町役場

卍
西光寺

卍
高法寺

　　ハローほんまち

卍
託明寺

井戸の辻

●

コミュニティ
センター

●

ハロー
ワーク

◯

池田町
役場跡 ●

阪急学園
池田文庫

卍
法園寺

牛追い坂

         能  　勢  　街  　道
サカエマチ２番街

国
道
１
７
６
号

めんも坂

◯は跡地 ●は現存地

戎社跡

至呉服橋

至辻ヶ池公園

能
勢
街
道
の
繁
華
街

先
月
号
で
、
か
つ
て
の
池
田
の
へ
そ
、

「
井
戸
の
辻
」
と
呼
ば
れ
た
場
所
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
役
場
・
警
察
署
・

郵
便
局
・
銀
行
な
ど
、
ま
ち
の
主
だ
っ
た

機
関
は
阪
急
「
池
田
」
駅
周
辺
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
80
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
こ

の
「
井
戸
の
辻
」
を
中
心
に
し
た
通
り
に
、

こ
れ
ら
の
施
設
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。



署
も
有
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
建
物
も
、

昭
和
38
年
に
今
の
大
和
町
に
新
築
移
転
さ

れ
る
ま
で
、
本
町
通
り
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
で
し
た
。

道
の
向
か
い
は
20
店
舗
前
後
か
ら
な
る

公
設
市
場
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
大
勢
の
人
々

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
開
業
は
大
正
11

年
（
１
９
２
２
）。
生
魚
、
牛
肉
、
米
、

酒
、
薪
炭
、
薬
、
文
房
具
な
ど
の
各
店
を

は
じ
め
、
簡
易
な
公
衆
食
堂
ま
で
設
け
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

公
設
市
場
の

隣
に
は
印
刷
所

が
あ
り
ま
す
。

大
正
年
間
の
刊

行
で
、
現
在
も

高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
『
池

田
人
物
誌
』
や

『
池
田
叢
書
』
は
、
こ
の
印
刷
所
か
ら
出

版
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は

地
域
新
聞
の
発
行
も
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。

お
や
、
な
ん
だ
か
と
て
も
良
い
香
り
が

し
て
き
ま
し
た
。
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
は
、
通
り
に
沿
っ
て
建
ち
並
ぶ
、
豪
壮

な
酒
蔵
で
す
。
ど
う
や
ら
、
ち
ょ
う
ど
酒

の
仕
込
み
の
時
期
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
圧
倒
的
な
存
在
感
は
、
江
戸
時
代
全
国

に
名
を
は
せ
た
、
酒
の
ま
ち
池
田
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
史
編
纂
担
当
（
蕁
７

５
３
・
２
９
０
４
）

北
側
）。
こ
の
場
所
は

も
と
も
と
、
池
田
で

最
初
の
小
学
校
、
第

一
番
小
学
校
（
現
市

立
池
田
小
学
校
）
が

開
校
し
た
所
で
、
い

わ
ば
池
田
の
近
代
教

育
発
祥
の
記
念
す
べ

き
場
所
な
の
で
す
。

少
し
通
り
か
ら
北
に
外
れ
ま
す
が
、
こ

の
校
舎
の
東
隣
、
現
在
の
回
生
病
院
の
南

手
に
は
当
時
、
豊
能
郡
役
所
と
呼
ば
れ
る
、

豊
能
郡
下
の
町
村
の
監
督
官
庁
が
あ
り
ま

し
た
。
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
池
田
が
こ
の
地
域
の
中
心
だ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
大
正
末

に
郡
役
所
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
建

物
は
昭
和
に
入
る
と
、
大
阪
府
土
木
部
池

田
出
張
所
や
豊
能
地
方
事
務
所
な
ど
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
町
通
り
の
町
役
場
前
に
戻
る
と
、

そ
の
す
ぐ
先
が
、
中
央
の
小
塔
が
印
象
的

な
洋
館
２
階
建
て
の
池
田
警
察
署
（
現
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
辺

り
）
で
す
。
当
時

の
池
田
警
察
は
、

現
在
の
池
田
市
域

の
み
な
ら
ず
、
箕

面
市
の
大
半
も
管

轄
し
、
地
黄
（
能

勢
町
）
と
岡
町

（
豊
中
市
）
に
分
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蘆10：00～18：00 
蘆～1/4貉、月・火曜日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆～1/13貊、月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆～1/6貊、月曜日、第１水曜日、祝休日（月
曜の場合は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「池田文化と漢詩―蝸牛廬文庫資料より―」

☆ミュージアムミニトーク（1/15豸14：00、聴講無料）
～2月19日豸

蘆早春展「小林一三と梅」

☆逸翁忌懸釜（1/25貉10：00～15：00）
☆講演会「梅と和歌・連歌・俳諧」（2/4貍14：00）

展示なし（図書館のみ開館）

1/14貍～3/5豸
図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

前
回
は
、
能
勢
街
道
で
あ
る
本
町
通
り

を
、
町
役
場
の
前
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

辺
り
か
ら
は
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
町
役
場
の
北
側

を
の
ぞ
く
と
、
学
校
の
校
庭
が
見
え
ま
す
。

池
田
師
範
附
属
小
学
校
、
つ
ま
り
今
の
大

阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
の
校
庭
で

す
。
校
舎
は
、
や
や
奥
手
の
一
段
高
い
石

垣
の
上
に
建
っ
て
い
ま
す
（
現
池
田
文
庫

市史編纂だより⑫
さん

本
町
通
り
②

酒
の
ま
ち
池
田
の
面
影

池
田
の
近
代
教
育
発
祥
の
地

続
く
公
共
機
関

卍
西光寺

卍
高法寺

　　ハローほんまち

卍
託明寺

井戸の辻

●

コミュニティ
センター

○

警察
署跡

◯

池田町
役場跡 ● 阪急学園

池田文庫

卍
法園寺

牛追い坂

         能  　勢  　
街   道

サカエマチ２番街

国
道
１
７
６
号

めんも坂

◯は跡地 ●は現存地

戎社跡

至呉服橋

至辻ヶ池公園

公設市場跡

印刷所跡

○

豊能郡
役所

池田師範附属
小学校跡

酒蔵が並ぶ

公設市場

池
田
警
察
署

池
田
師
範
附
属
小
学
校
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蘆10：00～18：00 
蘆2/22貉～26豸、月・火曜日・祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「池田文化と漢詩―蝸牛廬文庫資料より―」

☆ミュージアムミニトーク（2/19豸14：00、聴講無料）
～2/19豸

蘆早春展「小林一三と梅」

☆講演会「梅と和歌・連歌・俳諧」（2/4貍14：00）

展示なし（図書館のみ開館）

～3/5豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

前
回
は
、
豪
壮
な
酒
蔵
の
並
び
で
、
お

酒
の
に
お
い
に
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
日

は
我
慢
し
て
先
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

今
度
は
左
手
に
銀
行
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
摂
池
銀
行
で
す
。
井
戸
の
辻
よ
り
少

し
手
前
、
今
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

る
辺
り
で
す
。
こ
の
銀
行
は
池
田
で
誕
生

し
て
本
店
が
置
か
れ
た
銀
行
と
し
て
は
最

も
古
く
、
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
の
開

業
で
す
。
後
、
昭
和
に
入
っ
て
山
口
銀
行

（
三
和
銀
行
な
ど
を
経
て
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
）
に
営
業
が
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に
銀
行
の
店
舗
数
が
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
時
代
に
、
本
町
通
り

の
近
辺
に
は
こ
の
摂
池
銀
行
を
は
じ
め
、

次
に
紹
介
す
る
も
の
も
含
め
、
数
軒
の
金

融
機
関
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
か
ら
、
通
り
の
両
側
に
魚
や

肉
、
野
菜
、
薬
、
呉
服
、
雑
貨
な
ど
を
扱

う
商
店
、
旅
館
、
料
理
屋
な
ど
が
ず
ら
り

と
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
人
々
の
往
来
も

さ
ら
に
増
え
、
荷
車
や
人
力
車
な
ど
も
ひ

っ
き
り
な
し
に
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

年
の
暮
れ
な
ど
の
商
店
あ
げ
て
の
セ
ー

ル
ス
期
間
は
、
川
西
・
豊
中
の
近
郷
は
も

と
よ
り
、
奥
能
勢
な
ど
か
ら
も
集
ま
っ
た

多
く
の
買
い
物
客
で
、
身
動
き
も
取
れ
な

い
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

右
手
に
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
洋
館
が
出

て
き
ま
し
た
。
後
に
三
和
銀
行
に
吸
収
さ

れ
た
加
島
銀
行
池
田
支
店
（
現
イ
ン
テ
リ

ア
シ
ョ
ッ
プ
）
で
す
。
ハ
イ
カ
ラ
な
雰
囲

気
が
本
町
通
り
に
一
層
の
華
を
添
え
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
建
物
、
東
京
の
日
本
銀

行
本
店
や
大
阪
市
中
央
公
会
堂
（
と
も
に

国
指
定
重
要
文
化
財
）
な
ど
を
手
が
け
た

日
本
近
代
建
築
の
名
手
、
辰
野
金
吾
が
設

計
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
国
登
録
有
形
文

化
財
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
建

物
な
の
で
す
。

池
田
郵
便
局
も
す
ぐ
そ
ば
で
す
（
現
不

動
産
店
の
場
所
）。
池
田
郵
便
局
は
明
治

４
年
（
１
８
７
１
）
の
開
設
以
降
、
そ
の

位
置
を
転
々
と
し
ま
す
が
、
大
正
末
当
時

は
、
こ
の
本
町
通
り
に
あ
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
通
り
は
北
へ
折
れ
、
能
勢
街

道
沿
い
の
町
並
み
は
、
西
光
寺
前
か
ら
新

町
通
り
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
わ
ず
か
５
０
０
誡

ほ
ど
の
間
に
、
商
店
を
は
じ
め
、
役
場
・

警
察
署
・
郵
便
局
・
銀
行
な
ど
ま
ち
の
主

な
機
関
が
集
中
し
、
活
気
あ
る
町
並
み
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
西
洋
式
の
最
新
・
一

流
の
モ
ダ
ン
な
建
物
か
ら
、
豪
壮
な
つ
く

り
の
酒
蔵
ま
で
、
新
旧
・
和
洋
入
り
混
じ

っ
た
そ
の
光
景
は
、
池
田
の
歴
史
の
重
み

と
新
た
な
勢
い
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。
こ
の
本
町
通
り
が
、
か
つ
て
、
北

摂
随
一
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
、
よ
く
実
感
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

担
当
（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
火
曜
・
祝
休
日
は
休
館
。

集
ま
る
銀
行

あ
ふ
れ
る
買
い
物
客

北
摂
随
一
の
通
り

市史編纂だより13
さん

卍西光寺

卍
高法寺

卍
託明寺

■

コミュニティ
センター

○

警察
署跡

◯

池田町
役場跡 ■ 阪急学園

池田文庫

卍
法園寺

牛追い坂

         能  　勢    街   道

サカエマチ２番街

国
道
１
７
６
号

めんも坂

◯は跡地 ●は建物現存地

西宮銀行跡

至呉服橋

至辻ヶ池公園摂池銀行跡

○

豊能郡
役所跡

池田師範附属
小学校跡

酒蔵が並ぶ

●

● 井戸の辻

池田実業
銀行跡

池田郵便局跡
加島銀行跡

ハローほんまち

本
町
通
り
澆

大
正
７
年
建
築
の
加
島
銀
行
池
田
支
店
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さ
ら
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
町
の
中
心
が

次
第
に
阪
急
電
鉄
池
田
駅
周
辺
に
移
り
、

本
町
通
り
全
体
も
大
き
な
変
ぼ
う
を
遂
げ

て
い
き
ま
す
。

今
、
こ
の
本
町
通
り
の
改
修
工
事
が
行

わ
れ
て
い
て
、
再
び
大
き
く
姿
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
わ
ず
か
に
大
正

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
建
物
が
残
っ

て
い
て
、
池
田
の
ま
ち
の
古
き
時
代
の
面

影
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
一
度
実
際
に
歩
い
て
、
体
感
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
５
巻
４
５
０
０

円
、
第
３
・
４
巻
編
纂
中

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
市
史
編

纂
担
当
（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

幅
員
二
間
く
ら
い
し
か
な
く
、
平
常
で
も

バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
交
通
量
が
多
く
、

自
動
車
な
ど
が
通
る
時
は
一
般
人
の
通
行

困
難
で
つ
ね
に
問
題
に
な
っ
て
い
た
道
路

で
…
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

今
、
こ
の
道
を
歩
い
て
み
て
も
、
と
て

も
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
走
っ
て
い
た

と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
昭
和
５
年
の

池
田
町
と
川
西
町
の
案
内
図
（
左
）
に
は
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
通
り
の
部
分
に
乗
合
バ
ス

ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時

は
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
も
、
こ
の
細
い

路
地
を
折
れ
な
が
ら
抜
け
て
い
た
の
で
し

ょ
う
。

や
が
て
、
要
望
が
実
っ
て
呉
服
橋
ま
で

直
進
で
き
る
新
道
が
設
け
ら
れ
、
本
来
の

街
道
は
、
今
見
る
よ
う
な
脇
道
と
な
り
ま

し
た
。

前
号
ま
で
は
、
本
町
通
り
を
西
の
呉
服

橋
に
向
か
っ
て
歩
い
て
来
ま
し
た
が
、
そ

の
際
、
今
の
商
店
街
と
大
き
く
異
な
る
こ

と
に
気
付
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
、
現
在
で
は
通
り
の
ど
こ
か
ら
で
も
よ

く
見
え
て
い
る
呉
服
橋
が
、
ま
っ
た
く
見

え
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

本
町
通
り
の
西
端
は
、
い
っ
た
ん
大
き
な

酒
造
宅
で
突
き
当
た
り
、
北
側
へ
か
ぎ
状

に
曲
が
っ
て
今
の
国
道
１
７
３
号
に
出
る

道
筋
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
薬
局

手
前
か
ら
西
光
寺
へ
抜
け
る
道
で
す
。

こ
の
か
ぎ
状
に
曲
が
る
道
で
す
が
、
昭

和
７
年
（
１
９
３
２
）
暮
れ
の
大
阪
府
会

で
地
元
選
出
議
員
が
、「
…
非
常
ニ
悪
イ

道
路
デ
…
最
近
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
九
歳
ノ

学
童
ガ
荷
車
ニ
轢
カ
レ
…
」
と
事
故
が
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
、
早
急
な
道
路
改
修
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
朝
日
新
聞
に
も
「
小
学
生
が
ト

ラ
ッ
ク
に
轢
か
れ
た
現
場
附
近
の
西
之
口

道
路
（
か
ぎ
状
の
道
部
分
・
筆
者
注
）
は

蘆10：00～18：00 
蘆３／22貉、月・火曜日・祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N
蘆企画展「古江古墳がつくられた時代
～６世紀の猪名川流域を中心にして～」
☆ミュージアムミニトーク（３/19豸14：00、聴講無料）

３／１貉～５/７豸

蘆早春展「小林一三と梅」

展示なし（図書館のみ開館）

～3/5豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

突
き
当
た
り
だ
っ
た
本
町
通
り

車
の
事
故
で
…

脇
道
に
な
っ
た
能
勢
街
道

薬局横手をバスが通る（西光寺側から望む）

現
在
の
薬
局
横
手
の
様
子
（
奥
に
西
光
寺
を
望
む
）

市史編纂だより潘
さん

本
町
通
り
潺
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第１水曜日、祝休日（月曜の場合
　は翌日も）　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆常設展「目でみる池田の歴史」
蘆企画展「古江古墳がつくられた時代
―６世紀の猪名川流域を中心にして―」
☆ミュージアムミニトーク（4/16豸14：00、聴講無料）

～5/7豸

蘆春季展「―王朝の息吹―歌ごころの世界」

☆講演会「与謝野晶子の源氏物語礼讃
―逸翁（小林一三）と美術品の世界―」（4/22貍14：00）

蘆小林一三の演劇観―国民劇の創造と劇場経営―

☆講演会「小林一三と歌舞伎
―『国民劇』への道―」（5/21豸14：00、聴講500円）

4/1貍～6/11豸

4/7貊～5/28豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
、
厳
し
い
財

政
状
況
…
。
市
町
村
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら

の
大
き
な
環
境
の
変
化
の
中
で
、
行
財
政

基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
や
広
域
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
全
国
で
市
町

村
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
「
平
成
の
大
合
併
」
で
す
。

池
田
市
で
も
一
昨
年
、
豊
能
町
と
の
合

併
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
的
に
は

合
併
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

を
機
に
ま
ち
の
将
来
を
考
え
た
方
々
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
今
回
は
、
池
田
に
お
け
る
合
併

の
歴
史
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

全
国
規
模
で
町
村
合
併
が
最
初
に
行
わ

れ
た
の
は
、
明
治
22
年
（
１
８
９
８
）

「
市
制
町
村
制
」
施
行
に
伴
う
も
の
で
し

た
。
行
財
政
機
能
を
充
実
し
近
代
的
な
地

方
自
治
制
度
を
導
入
す
る
た
め
と
し
て
、

明
治
政
府
は
、
約
３
０
０
〜
５
０
０
戸
を

標
準
規
模
と
す
る
町
村
合
併
を
断
行
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
に
７
万
１
０
０
０
余

り
あ
っ
た
自
然
発
生
的
な
江
戸
時
代
か
ら

の
町
村
は
、
約
５
分
の
１
の
１
万
５
８
０

０
余
り
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

池
田
で
も
当
時
20
を
超
え
る
村
々
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
合
併
で
、「
池
田

町
」「
細
河
村
」「
秦
野
村
」「
北
豊
島
村
」

の
１
町
３
村
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
池
田
で
行
わ
れ
た
合
併
は
、
約
40

年
後
の
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
で
す
。

こ
の
と
き
の
経
緯
を
、
大
阪
朝
日
新
聞
の

記
事
か
ら
し
ば
ら
く
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
昭
和
６
年
早
々
、
大
阪
府
の
主
導

で
池
田
町
と
秦
野
村
が
合
併
の
た
め
の
初

懇
談
会
を
持
ち
ま
す
。
翌
昭
和
７
年
夏
以

降
、
大
阪
府
は
合
併
の
促
進
を
池
田
町
・

秦
野
村
・
北
豊
島
村
・
細
河
村
と
い
う
１

町
３
村
の
組
み
合
わ
せ
で
進
め
ま
す
。
と

こ
ろ
が
そ
の
後
、
北
豊
島
村
は
一
部
村
民

の
反
対
で
合
併
保
留
。
協
議
は
残
り
の
１

町
２
村
で
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

結
局
、
合
併
後
の
新
予
算
や
、
新
町
村

名
を
「
池
田
町
」
と
す
る
こ
と
な
ど
も
１

町
２
村
で
協
議
さ
れ
、
い
よ
い
よ
こ
の
組

み
合
わ
せ
で
の
合
併
実
現
が
目
前
と
な
っ

た
昭
和
10
年
３
月
、
つ
い
に
北
豊
島
村
も

村
会
で
合
併
希
望
を
決
議
。
よ
う
や
く
、

池
田
町
・
細
河
村
・
秦
野
村
・
北
豊
島
村

の
１
町
３
村
の
合
併
の
枠
組
み
が
固
ま
り

ま
し
た
。

新
聞
は
、
８
月
の
合
併
前
日
、
各
役
場

の
引
越
し
が
行
わ
れ
、
病
院
を
改
装
し
た

新
庁
舎
は
、
帳
簿
や
調
度
品
を
満
載
し
た

ト
ラ
ッ
ク
や
牛
車
で
ゴ
ッ
タ
返
し
、
即
日

開
庁
を
め
ざ
す
吏
員
は
目
の
回
る
よ
う
な

忙
し
さ
で
、
運
び
込
ま
れ
た
帳
簿
や
器
具

の
整
理
に
徹
夜
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
５
巻
４
５
０
０

円
、
第
３
巻
（
近
代
編
）
と
第
４
巻
（
現

代
編
）
は
編
纂
中

★
販
売
場
所

社
会
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、
城
山
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
中

央
公
民
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

池
田
城
跡
公
園
売
店
、
耕
文
堂
書
店
、
甲

川
正
文
堂

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

担
当
（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

平
成
の
大
合
併

明
治
の
大
合
併

戦
前
の
合
併

市史編纂だより15
さん

市
町
村
合
併
①

明治22年の合併
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日、5/10貉～14豸
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、5/2貂　　
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N蘆企画展「古江古墳がつくられた時代
―６世紀の猪名川流域を中心にして―」
蘆企画展「近代池田の和歌と俳句」
☆ミュージアムミニトーク（5/21豸14：00、聴講無料）

～5/7豸
5/17貉～7/23豸

蘆春季展「―王朝の息吹―歌ごころの世界」

蘆小林一三の演劇観―国民劇の創造と劇場経営―

☆講演会「小林一三と歌舞伎
―『国民劇』への道―」（5/21豸14：00、聴講500円）

～6/11豸

～5/28豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
後
も
全
国
的
な
合
併
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
28
年
の
「
町
村
合
併
促
進
法
」

に
基
づ
く
「
昭
和
の
大
合
併
」
で
す
。
行

政
事
務
の
能
率
的
処
理
を
目
的
に
、
住
民

約
８
千
人
以
上
を
標
準
と
す
る
合
併
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
本
市
で

も
、
箕
面
や
、
府
県
を
ま
た
い
で
川
西
な

ど
と
の
合
併
論
議
が
何
度
か
持
ち
上
が
っ

た
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
詳
し
い
経
緯

は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
の
場

合
も
合
併
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
合
併
の
過
程
の
中
で
消
え

て
し
ま
っ
た
村
々
の
中
に
は
、
細
河
・
秦

野
・
北
豊
島
の
各
小
学
校
の
校
名
や
、
あ

る
い
は
住
居
表
示
、
自
治
会
名
、
バ
ス
停

に
そ
の
名
を
残
す
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
行
政
体
と
し
て
の
存
在
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
形
を
変
え
て
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

や
奇
術
な
ど
の
余
興
大
会
、
提
灯
行
列
、

仮
装
行
列
、
全
町
小
学
校
児
童
に
よ
る
旗

行
列
や
運
動
会
な
ど
の
合
併
祝
賀
行
事
が
、

町
内
各
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
旧
家
の
日
記
に
も
「
四
町
村
合

併
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
る
る（
中
略
）

各
町
内
は
思
い
思
い
に
屋
台
地
車
な
ど
を

く
り
出
す
模
様
」
と
、
に
ぎ
や
か
な
様
子

を
書
き
記
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
制
施

行
は
、
そ
れ
か
ら
４
年
後
の
昭
和
14
年
４

月
29
日
の
こ
と
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
新
聞
に
は
、
合
併
の
も
う

一
つ
の
現
実
を
伝
え
て
い
ま
す
。
各
役
場

か
ら
引
き
継
が
れ
た
吏
員
45
人
は
、
合
併

当
日
、
全
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
の
内
容
は
「
臨
時
雇
い
を
命
ず
」

と
い
う
も
の
で
、
助
役
も
給
仕
も
す
べ
て

日
給
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
お
お
よ
そ
１
カ
月
後
、
合
併
事

務
の
整
理
に
当
た
っ
て
い
た
彼
ら
の
三
分

の
一
が
人
員
整
理
の
対
象
と
な
り
、
残
っ

た
吏
員
は
よ
う
や
く
正
式
採
用
に
な
っ
た

も
の
の
、
ほ
ぼ
全
員
が
減
俸
。
経
費
節
減

が
合
併
の
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
吏
員
に
と
っ
て
合
併
は
随
分

昭
和
10
年
８
月
10
日
、
池
田
町
・
細
河

村
・
秦
野
村
と
、
土
壇
場
で
加
わ
っ
た
北

豊
島
村
の
１
町
３
村
の
合
併
に
よ
り
、
い

ま
の
池
田
市
と
同
じ
区
域
の
「
大
池
田
町
」

が
誕
生
。
３
万
１
千
人
余
り
の
総
人
口
は
、

町
と
し
て
は
当
時
府
内
３
番
目
の
規
模
で

し
た
。
明
治
時
代
当
初
、
20
を
超
え
る

村
々
が
あ
っ
た
池
田
は
、
こ
う
し
て
２
回

の
合
併
を
経
て
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
の

で
す
。

合
併
後
の
11
月
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て

祝
典
、
公
会
堂
や
旧
村
小
学
校
で
の
漫
才

臨
時
雇
い
の
辞
令

大
池
田
町
の
誕
生

昭
和
の
大
合
併

市史編纂だより澑
さん

市
町
村
合
併
②

合併祝賀祭りの地車の前で仮装して
記念撮影（渡辺陽子氏提供）

合併記念のスタンプ

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

『
新
修
池
田
市
史
』
第
１
巻
３
５
０
０
円
、

第
２
巻
４
２
０
０
円
、
第
５
巻
４
５
０
０
円
、

第
３
巻
（
近
代
編
）
と
第
４
巻
（
現
代
編
）

は
編
纂
中
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
お
わ
び
と
訂
正

４
月
１
日
号
本
コ
ー

ナ
ー
で
、「
明
治
22
年
（
１
８
９
８
）」
と

あ
る
の
は
「
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）」

の
誤
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日、６/12豺～７/７貊
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第1水曜日、祝日（月曜日の場合は翌日も）
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N

蘆企画展「近代池田の和歌と俳句」

☆ミュージアムミニトーク（6/18豸14:00、聴講無料）

～7/23豸

蘆春季展「―王朝の息吹―歌ごころの世界」

展示なし（図書館のみ開館）

～6/11豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

た
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
近
く
に

お
住
ま
い
の
方
の
話
で
は
、
地
方
巡
業
の

芝
居
が
次
々
か
か
り
、
建
物
は
「
呉
服
座
」

よ
り
も
大
き
く
立
派
だ
っ
た
印
象
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
実
際
同
６
年
の
統
計
で

は
、
年
間
開
場
日
数
は
両
座
と
も
２
０
０

日
前
後
で
し
た
が
、
入
場
者
数
は
「
呉
服

座
」
の
２
万
６
０
０
０
余
人
に
対
し
「
春

日
座
」
は
２
万
９
０
０
０
余
人
と
、
３
０

０
０
人
ほ
ど
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

「
池
田
座
」
当
時
、
消
防
組
に
よ
る
防

火
宣
伝
劇
も
行
わ
れ
た
こ
の
芝
居
小
屋
は
、

皮
肉
な
こ
と
に
、
同
８
年
３
月
８
日
未
明

に
失
火
と
み
ら
れ
る
火
災
が
発
生
。
近
接

町
村
か
ら
消
防
組
合
計
35
組
、
在
郷
軍
人
、

青
年
団
、
警
官
ら
も
駆
け
つ
け
て
の
消
火

活
動
も
及
ば
ず
、
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
先
ほ
ど
の
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
の

話
で
は
、
こ
の
火
災
の
熱
で
自
宅
の
窓
ガ

ラ
ス
が
あ
め
の
よ
う
に
溶
け
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
、
そ
の
焼
け
跡
は
長
い
間
荒
地
の

ま
ま
に
な
り
、
相
撲
興
行
や
サ
ー
カ
ス
な

ど
が
来
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
春
日
座
」
と
い
う
名
の
芝
居
小
屋
が

池
田
に
あ
っ
た
の
は
わ
ず
か
２
年
。
前
身

の
「
池
田
劇
場
（
池
田
座
）」
を
含
め
て

も
５
年
ほ
ど
。
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
春
日
座
」
に
つ
い

て
ご
存
じ
の
方
、
ま
た
、
写
真
や
図
面
な

ど
関
係
史
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

阪
急
「
池
田
」
駅
の
東
に
も
芝
居
小
屋

「
春
日
座
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
こ
の
「
春
日
座
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
３
月
の
新
聞

に
よ
る
と
、
菅
原
町
の
天
神
の
森
（
現
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
辺
り
）
に
、
伊
丹
町
の

「
旭
座
」
座
主
が
池
田
劇
場
「
春
日
座
」

を
建
築
、
５
月
に
竣
工
予
定
と
伝
え
て
い

ま
す
。
建
坪
は
１
０
０
余
坪
、
大
阪
市
中

の
劇
場
と
同
様
背
景
な
ど
は
す
べ
て
電
灯

を
利
用
と
あ
り
ま
す
。
翌
３
年
９
月
、
女

歌
舞
伎
の
一
座
に
よ
っ
て
、
こ
け
ら
落
と

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時

の
名
称
は
「
池
田
座
」
と
な
っ
て
お
り
、

ほ
か
に
「
池
田
劇
場
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
は
芝
居
よ
り
も
映
画

の
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
同
４
年
の
観

客
数
は
、
池
田
に
あ
っ
た
映
画
常
設
館
の

「
明
治
座
」
と
「
池
田
倶
楽
部
」
の
双
方

で
前
年
の
５
割
増
の
10
万
余
人
を
記
録
。

そ
れ
に
対
し
、
芝
居
中
心
の
「
池
田
劇
場

（
池
田
座
）」
と
「
呉
服
座
」
の
２
座
で
は

半
分
以
下
の
４
万
人
に
も
満
た
ず
、
か
な

り
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め

で
し
ょ
う
か
、
翌
５
年
に
池
田
町
の
生
魚

商
が
買
収
、「
春
日
座
」
と
改
称
し
、
歌

舞
伎
興
行
で
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
春
日
座
」
で
は
、
代
議
士
の
報
告
会
、

警
察
署
の
病
気
予
防
や
交
通
安
全
の
講
演

会
な
ど
も
た
び
た
び
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
の
市
民
文
化
会
館
の
よ
う
な
役
割
も
果

池
田
の
芝
居
小
屋
と
し
て
は
、
か
つ
て

猪
名
川
川
岸
に
あ
っ
て
、
昭
和
44
年
（
１

９
６
９
）
に
愛
知
県
の
博
物
館
明
治
村
に

移
築
さ
れ
た
「
呉
服
座
」
が
有
名
で
す
。

優
れ
た
劇
場
建
築
と
し
て
国
の
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

市史編纂だより⑰
さん

幻
の
春
日
座

呉
服
座
を
上
回
る
入
場
数

女
歌
舞
伎
で
こ
け
ら
落
と
し

全
焼
し
た
春
日
座

春
日
座（
池
田
座
）

呉
服
座

明
治
座

呉
服
神
社

現
池
田
市
役
所池

田
倶
楽
部

旧
阪
急「
池
田
」駅

昭和初期の池田の芝居小屋と映画館



本
を
借
り
た
り
調
べ
も
の
を
し
た
り
、

図
書
館
は
今
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
身
近
な
存
在
で
す
。
本
市

に
は
現
在
、
三
つ
の
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
開
館
の
阪
急
学

園
池
田
文
庫
（
建
石
町
）、
同
37
年
（
１

９
６
２
）、
新
町
の
旧
池
田
実
業
銀
行

（
現
ピ
ア
ま
る
セ
ン
タ
ー
）
を
転
用
、
開

館
の
市
立
図
書
館
（
同
55
年
、
五
月
丘
１

丁
目
に
移
転
）、
そ
し
て
平
成
10
年
（
１

９
９
８
）
開
館
の
市
立
石
橋
プ
ラ
ザ
（
石

橋
２
丁
目
）
で
す
。
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日、7/26貉～30豸
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日（7/17は開館）、～７/７貊、7/18貂
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第1水曜日、祝日（月曜日の場合は翌日も）
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N

蘆企画展「近代池田の和歌と俳句」

☆ミュージアムミニトーク（7/16豸14:00、聴講無料）

～7/23豸

蘆夏季展「青蒼の美―染付のうつわ―」

☆講演会「美術館が街をかえる」（7/29貍14:00、聴講無料）

展示なし（図書館のみ開館）

7/8貍～8/13豸

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

が
多
少
不
便
な
こ
と
か
ら
、
細
河
村
青
年

会
員
以
外
の
一
般
の
利
用
は
少
な
く
、
図

書
の
種
類
も
手
軽
で
趣
味
や
実
益
に
つ
な

が
る
も
の
が
少
な
い
と
、
そ
の
課
題
に
つ

い
て
も
記
し
て
い
ま
す
。

両
館
で
は
そ
の
後
、
蔵
書
の
充
実
に
努

め
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
は
和

漢
・
洋
書
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
２
千
冊
を

超
え
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
の
細
河

文
庫
の
蔵
書
目
録
に
は
、「
英
文
構
成
法
」

や
夏
目
漱
石
の
「
我
輩
は
猫
で
あ
る
」、

「
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
」
な
ど
、
学
習
参

考
図
書
か
ら
国
内
外
の
文
学
作
品
ま
で
、

内
容
も
な
か
な
か
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
国
司

図
書
館
で
は
、
細
河
小
学
校
な
ど
へ
蔵
書

を
寄
託
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
取

り
組
み
も
行
わ
れ
、
地
域
で
一
定
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
両
図
書
館
が
着
実
に

発
展
し
て
い
っ
た
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
府
内
の
図
書
館
一
覧
に
国

司
図
書
館
は
昭
和
２
年
か
ら
、
細
河
文
庫

も
同
10
年
か
ら
そ
の
記
載
が
な
く
な
り
ま

す
。
理
由
は
よ
く
分
り
ま
せ
ん
が
、
両
館

と
も
活
動
を
休
止
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
細
河
文
庫
に
つ
い

て
は
、
蔵
書
の
一
部
が
近
年
、
市
立
歴
史

民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

と
こ
ろ
で
、
今
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
前

の
明
治
末
ご
ろ
は
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の

大
都
市
以
外
で
は
図
書
館
は
ま
だ
ほ
と
ん

ど
な
く
、
府
内
に
お
い
て
も
数
え
る
ほ
ど

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
時
期
、
細
河
地
域
（
当
時
、
豊
能
郡
細

河
村
）
に
は
二
つ
も
の
図
書
館
（
文
庫
）

が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
一
つ
は
、
久
安
寺
（
伏
尾
町
）
の

国
司
図
書
館
で
す
。
同
寺
の
住
職
は
以
前

か
ら
、
幻
灯
（
今
で
い
う
ス
ラ
イ
ド
）
を

用
い
た
講
話
な
ど
を
催
し
、
人
々
の
教
育

の
普
及
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
図
書
や

博
物
標
本
な
ど
を
収
集
し
て
子
ど
も
た
ち

に
見
せ
、
こ
れ
を
図
書
室
と
し
て
一
般
に

も
開
放
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
41
年
（
１

９
０
８
）、
豊
能
郡
教
育
会
が
、
住
職
の

名
前
か
ら
国
司
図
書
館
と
名
付
け
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
細
河
村
出
身
の
貿
易
業

者
の
寄
付
に
よ
る
細
河
文
庫
で
す
。
同
44

年
（
１
９
１
１
）、
細
河
村
青
年
会
吉
田

支
部
の
付
属
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
の
記
録
で
は
、

国
司
図
書
館
の
蔵
書
は
１
１
０
０
余
冊
、

そ
の
大
半
が
青
年
の
修
養
に
関
す
る
も
の

で
、
年
間
の
閲
覧
者
は
約
９
０
０
人
、
い

っ
ぽ
う
、
細
河
文
庫
の
蔵
書
は
１
４
０
０

余
冊
、
蔵
書
は
各
方
面
に
わ
た
っ
て
収
集

さ
れ
、
閲
覧
者
は
２
０
０
人
ほ
ど
で
し
た
。

府
内
で
も
先
駆
的
な
存
在
だ
っ
た
両
図

書
館
で
す
が
、
当
時
の
記
録
に
は
、
立
地

個
人
の
篤
志
で
開
設

先
進
的
な
細
河
村

和
漢
洋
の
蔵
書

市史編纂だより⑱
さん

国
司
図
書
館
と
細
河
文
庫細河文庫の蔵書
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日
蘆一般700 円、学生500 円、中学生以下200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第1水曜日、祝日（月曜日の場合は翌日も）
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N

蘆企画展「はがきいろいろ－葉書が描く時代－」

☆ミュージアムミニトーク（8/20豸14:00、聴講無料）

8/2貉～10/8豸

蘆夏季展「青蒼の美―染付のうつわ―」

蘆特別展「細川護熙・加藤静允　
　　数寄に生きる　―書・画・陶磁―」

展示なし（図書館のみ開館）

～8/13豸

9/16貍～10/9豢

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

く
わ
く
と
し
た
気
分
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

屋
根
の
上
に
は
、
太
鼓
櫓や

ぐ
ら

が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治
村
に
移
設

さ
れ
た
呉
服
座
に
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
開
幕
や
終
演
を
告
げ
る
太
鼓
が

鳴
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
櫓
に
「
池
田
　
春
日
座
」
の
文
字
と
、

こ
の
春
日
座
を
買
収
し
て
再
興
し
た
生
魚

商
の
商
標
「
蝶

ち
よ
う

千
鳥
」
の
マ
ー
ク
が
誇

ら
し
げ
に
入
っ
て
い
る
の
も
目
を
引
き
ま

す
。昭

和
初
期
の
池
田
に
は
、
こ
の
春
日
座

や
呉
服
座
の
劇
場
の
ほ
か
に
、
明
治
座
や

池
田
倶
楽
部
（
も
し
く
は
池
田
キ
ネ
マ
）

と
い
う
名
前
の
映
画
館
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
小
都
市
と
し
て
は
多
く
の
娯

楽
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
は
近
代
池
田
の
特

徴
の
一
つ
と
も
い
え
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
50
年
代
ま
で
営
業
し

て
い
た
明
治
座
の
歴
史
は
、
明
治
の
こ
ろ

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
る
可
能
性
が
高
い
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
創
業
当
初
の
経
緯

を
示
す
資
料
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
池
田
倶
楽
部
に
至
っ
て
は
、
具
体
的

な
こ
と
は
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

座
」
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
市
民

の
方
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
回
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
の
中

か
ら
、
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

わ
ず
か
数
年
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
幻
の

春
日
座
の
全
景
が
写
さ
れ
た
、
大
変
貴
重

な
写
真
で
す
。

ま
ず
、
立
派
で
本
格
的
な
そ
の
姿
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
正
面
に
は
い
く
つ
も
の
花

輪
が
華
や
か
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
軒
先
に
は
か
な

り
の
量
の
お
酒
や
ビ
ー
ル
、
サ

イ
ダ
ー
な
ど
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
春
日
座
と
改
称
さ

れ
た
際
の
柿

こ
け
ら

落
と
し
の
様
子
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

撮
影
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
）
末
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

向
か
っ
て
右
手
側
が
入
場
口

の
よ
う
で
す
。
横
手
に
は
「
招

待
券
　
会
員
券
　
演
者
券
な
き

方
の
入
場
絶
対
御
断
」
と
い
う

紙
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

軒
下
に
は
大
き
な
６
枚
ほ
ど

の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歌
舞
伎
な
ど
を
題
材
に
し
た
も

の
の
よ
う
で
す
が
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
こ
の
絵
を
見
上
げ
て
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
興
行
に
、
わ

前
々
号
で
、
昭
和
初
め
ご
ろ
、
現
在
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
辺
り
に
あ
っ
た
「
春
日

市史編纂だより⑲
さん

幻
の
春
日
座
②

蘇
よ
み
が
え

っ
た
あ
り
し
日
の
春
日
座

春
日
座
の
写
真

明
治
座
と
池
田
倶
楽
部



阪
急
宝
塚
線
の
川
西
駅
と
雲
雀
丘
花
屋

敷
駅
間
の
沿
線
山
手
側
、
栄
根
寺
薬
師
堂

の
跡
地
に
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
建

立
の
「
日
本
貿
易
開
祖
　
銭
屋
五
兵
衛
紀

念
碑
」
と
い
う
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

銭
屋
五
兵
衛
と
い
え
ば
、
幕
末
期
、
加

賀
（
石
川
県
）
か
ら
全
国
各
地
へ
の
積
極

的
な
海
運
業
な
ど
で
飛
躍
的
に
財
を
成
し

た
の
で
す
が
、
金
沢
市
な
ど
に
位
置
す
る

河
北
潟
の
干
拓
工
事
で
、
反
対
派
に
よ
っ

て
干
潟
に
毒
を
流
し
た
と
い
う
疑
い
を
か

け
ら
れ
て
、
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）
獄 市史編纂だより⑳

さん

銭
屋
五
兵
衛
の
碑
と
池
田
の
西
光
寺

非
運
の
豪
商
・
銭
屋
五
兵
衛

死
し
、
財
産
没
収
、
家
名
断
絶
と
な
っ
た

悲
運
の
豪
商
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

遠
地
の
豪
商
の
碑
が
こ
の
地
に
建
て
ら

れ
た
経
緯
を
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）

の
新
聞
記
事
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

池
田
の
西
光
寺
の
住
職
は
能
登
出
身
で
、

父
の
代
か
ら
懇
意
で
あ
っ
た
銭
屋
五
兵
衛

の
死
を
伝
え
聞
き
、
功
績
を
伝
え
る
べ
く
、

西
光
寺
の
住
職
預
か
り
と
な
っ
て
い
た
栄

根
寺
の
境
内
に
彼
の
記
念
碑
を
建
て
よ
う

と
思
い
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
的
な

面
か
ら
、
意
志
を
継
い
だ
次
の
住
職
の
代

に
な
っ
て
も
、
建
立
は
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

当
初
か
ら
３
代
目
の
住
職
の
と
き
、
よ

う
や
く
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
阪
鶴
鉄
道

（
今
の
JR
宝
塚
線
）
の
敷
設
に
よ
る
一
部

境
内
地
の
売
却
資
金
を
元
手
に
、
栄
根
寺

境
内
の
整
地
ま
で
進
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

果
た
せ
る
か
な
、
こ
こ
で
資
金
が
底
を
つ

い
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
境
内
の
整
地
を
手
掛
け
た

の
が
、
銭
屋
五
兵
衛
と
祖
父
の
代
に
交
流

が
あ
っ
た
と
い
う
、
福
井
県
敦
賀
の
出
身

東
塚
一
吉
と
い
う
人
物
で
し
た
。

し
か
も
、
彼
は
阪
鶴
鉄
道
架
設
の
工
事

請
負
人
と
し
て
、
偶
然
に
こ
の
地
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
も
と
も
と
自
身
も
銭
屋

五
兵
衛
の
碑
を
建
て
よ
う
と
考
え
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
つ
い
に
池
田
に
居
を
構
え
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蘆10：00～18：00 
蘆月・火曜日・祝日
蘆無料

蘆10：00～17：00 （入館は16：30 まで）
蘆月曜日（祝日の場合は翌日）、～9/15貊
蘆一般1,000 円、学生500 円、小・中学生200 円

蘆9：30～17：00（入館は16:30まで） 
蘆月曜日、第1水曜日、祝日（月曜日の場合は翌日も）
蘆200円（図書館は無料）

  市立歴史民俗
  資料館
 蕁751･3019

（財）逸翁美術館
 蕁751･3865

（財）阪急学園
   池田文庫
 蕁751･3185

館　名 展示名（期間）／みどころほか 開館時間／休館日／料金 地　図

職業
安定所 ★

★

★

N

蘆企画展「はがきいろいろ－葉書が描く時代－」

☆ミュージアムミニトーク（９/17豸14:00、聴講無料）

～10/8豸

蘆特別展「細川護熙・加藤静允　
　　数寄に生きる　―書・画・陶磁―」

展示なし（図書館のみ開館）

9/16貍～10/9豢

図
書
館

歴
史
民
俗
資
料
館

池田警察署

市役所駅前
公園

池田駅

至梅田

逸
翁
美
術
館

至
五
月
山コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

池田文庫

辻ケ池
公園

池田回生病院

池田城跡公園

城山勤労者
センター

て
、
西
光
寺
住
職
ら
を
発
起
人
に
、
明
治

33
年
（
１
９
０
０
）
に
建
立
に
着
手
、
栄

根
寺
に
記
念
碑
を
建
て
る
に
至
っ
た
と
あ

り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
東
塚
一
吉
で
す
が
、
川
西

市
の
花
屋
敷
か
ら
満
願
寺
ま
で
の
道
中
に

「
炭
酸
泉
花
屋
敷
温
泉
」
を
開
き
、
花
屋

敷
開
発
の
先
駆
と
な
っ
た
人
物
で
も
あ
り

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
栄
根
寺
は
平
成
７
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
唯
一
あ
っ
た
薬

師
堂
も
倒
壊
し
て
、
寺
が
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
建
物
は
何
も
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
記
念
碑
は
、
そ
の

後
、
整
備
さ
れ
て
、
北
陸
の
著
名
な
豪
商

と
池
田
・
川
西
の
地
と
の
意
外
な
結
び
つ

き
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

★
『
新
修
池
田
市
史
』
第
一
・
二
・
五
巻

販
売
中
、
第
三
巻
（
近
代
編
）
と
第
四
巻

（
現
代
編
）
は
編
纂
中

社
会
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、
城
山
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
耕

文
堂
書
店
、
甲
川
正
文
堂
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
市
史
編
纂

（
城
山
町
３
―
45
、
城
山
勤
労
者
セ
ン
タ

ー
内
、
蕁
７
５
３
・
２
９
０
４
）

※
火
曜
・
祝
休
日
は
休
館
。

３
代
に
わ
た
る
努
力

★
池
田
市
史
の
刊
行
状
況

★
販
売
場
所

建
碑
の
実
現

銭屋五兵衛の碑




